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Summary

　The　 variations 　 in　flower　 morphology 　and 　flavonol　 pigment　 composition 　in　the　petals　 of

Rhododendron徽 5 ‘α刪 拠 endemic 　to　Kuju　and 　Aso　Mountains　and 　their　surrounding 　arcas 　were

investigatcd．

　Atypical 　R．　kiusianum　plant　which 　grows　in　tho　Kuju　Mountains　seems 　well
−
adaptcd 　to　severe

climatic 　conditions
，
　such 　as　alpine　temperatures　and 　stmng 　winds

，
　as 　well 　as 　acid 　soil　alld　the　prcsence

of 　sulfurous 　acid 　gas．　Although　the　species 　is　also　distributed　at　 the　top　of　ML 　Yufudakc　and 　Aso
Mountains，　the　distributional　areas　of　this　species 　are　separated 　from　the　other　crosscompatible 　azalea

species ，　such 　as　R．　kaempferi，　by　a　summelg τ¢ on 　forest　or　an 　open 　field，　fespcctively ．　Flower　colors　of

individuals　growing　on 　M し Haneyama 　valied 　widely ，　nearly　all　having　prominent　blotches　on 　their

petals．　The　composition 　 of 　navonols　in　Iheir　petals　also 　ranged 　widely ．　From 　these 　findings，　we

conclude 　that　the　population　at　ML 　Haneyama 　sccms 　to　be　thc　 rcsuh 　of 　natural 　crossing 　between　R．
kiusianum　and 　R．　kae〃 tpfe 厂’．

Key 　Words ； azalea ，　characteristic 　variation ，Ωavonol ，　flower　oolor ，　Rhododendron
kiusianum，

緒　　言

　 ミヤ マ キ リ シ マ （Rhododendron　kiusianum　Makino）は

わ が 国の 九州 に の み 自生す る常緑ま た は半常緑 の ツ ツ ジ

属植物 で あ る，本種 は 雲仙 ，阿蘇，九重，霧島お よ び こ

れ らの 周辺部に位置す る各山系の 山頂部に 自生 が見られ

る．九州各地域の ミ ヤ マ キ リシ マ に お け る形質変異に関

して，油屋ら （1979）は雲仙岳の集団を対象に，ま た，杉谷

ら（1978）は阿蘇山系 の 集団 に つ い て，花色，花径 および

葉 の 形態変異 の 実態 を詳細 に 調査 して お り， 著者 ら も こ

れ まで に霧島および雲仙山系に おける ミ ヤマ キ リ シ マ の

花色 や 花色素構成 の 変異に っ い て 報告 した （Sakataら，

2000 年 1月 24 日　受付．2000年6 月 2日 　受理，
寧

現在 ：福岡県園芸農業協同組合連合会
＋ ＋

現 在 ：大分短期 大学

常緑性 ツ ッ ジ類 の 形質 変異 に 関す る研 究 ．VI

1993；宮島ら，1995）．

　本種 は花が 小輪で 葉や樹形 が 小振 りで あ る た め ， 盆栽

や小鉢物と して の 観賞価値が高く，こ れま で に約 100系

統が選抜され園芸品種化 されたとい われ て い る （国重 ら，

1979）．こ れ らの 品種 の うち， 白花 の
‘
久住白

’
や 濃紫色

花の
’
九重

「
な どは九重山系か ら，ま た，白地に鮮紫色の

絞り花を もつ
‘
由布絞り

’
や桜藤色の 花を もつ

‘
由布桜

’
な

どは 由布岳か ら，さらに，ミヤ マ キ リシ マ に は珍 しい朱

紅色 の 花を もつ
‘
紅雀

’
な どは万年山（Mt．　Haneyama）か

らそ れ ぞ れ発見さ れ た と い わ れ て お り（田村，1989），九

重山系お よ び そ の周辺地域に おけ る集団は現在の ミヤ マ

キ リシ マ 園芸品種を輩出した貴重な遺伝子資源の ひ と つ

と み る こ と が で き る．しか しな が ら，九重 山系 とその 周

辺に位置す る由布岳，さ らに大分県玖珠地方 の 万年山 に

自生す る本種 の 形態変異 に 関す る詳細 な 調査 は行わ れ て

い な い ，
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　本研究で は こ れ まで 霧島山系および雲仙山系 に お け る

ミヤマ キ リシ マ 集団の変異を捉え る ため に 用 い た 指標，す

な わ ち，花色，花の 大き さ，花弁に おけるプ ロ ッ チ の有

無 さ ら に，花弁内の フ ラ ボ ノ
ール色素構成を ， 九重 ， 阿

蘇および こ れ ら の 周辺地域に 自生す る ミ ヤ マ キ リ シ マ に

つ い て 調査 した ．

材 料 お よ び 方 法

　1985年か ら 1987年に か けて ，九重山系 6地点，すなわ

ち，大船山（Mt．　Taisenzan），星生 山 （Mt．　Hosshozan）t 北

大船 （KitaIaisen），段原 （Danbanu），平治岳 （Mt．　Hiji−

dake）， 雨ケ池 （Amagaike）と，そ の 周辺地域と して 別府

湾西方の 由布岳 （Mt．　Yufudake，2地点 ）な らび に玖珠地

方 に 位置す る万年山（Mt．　Haneyarna），お よ び，阿蘇山系

7地点，す な わ ち ， 高岳 （Mt．　Takadake），烏帽子岳 （Mt．

Eboshidake），杵 島岳 （Mt．　Kijimadake，2地点 ），皿 山

（Mt．　Sarayama，2地点 ）， 仙酔峡（Sensuikyo）に お い て，

合計 1
，
185個体か ら花弁を収集 し（第 1表，第 1図，第 2

図 ）， Roya1　Horticultural　Society　Colour　Chart（以下

RHSCC ）で花色 とプ ロ ッ チ の 程度を調査す る とともに花

径を測定し た．また，こ れ らの うち 453個体に つ い て は

花弁内 フ ラ ボ ノ ール構成を高速液体 ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

（HPLC ）に より調査 した ．花弁内フ ラ ボ ノール の 抽出・精

製な ら び に 同色素の 加水分解法，さ らに，得 られ た ア グ

リ コ ン の 分析方法 は Sakataら （1991）‘こ準 じた ．な お ，

HPLC 分析に よ り得られた花弁内フ ラ ボ ノール構成の結

果 か ら，全 フ ラ ボ ノール に占める 5一メ チ ル フ ラ ボ ノール

109

の 割合を算出し，各個体に おける 5一メ チ ル フ ラ ボ ノ
ール

の 含有率 （Percentage　of　accumulation ）と して 表示 した，

結 　　果

九 重 山系 お よ び そ の 周 辺 地 域

　第 3 図 に九重山系および そ の 周辺 地域に分布す る ミヤ

マ キ リシ マ の 花色 花径，花弁 の プ ロ ッ チ の 程度お よ び

5一メ チル フ ラ ボノ
ール 含有率 の 結果を示し た．

　九重山系の 6地点お よ び 由布岳の 2地点の 集団は，い ず

れ も花色変異の 幅が RHSCC 番号 65 か ら同 80 と狭か っ

た，特に，星生山，北大船 ， 平治岳 で は調査個体 の す べ

て が RHSCC 番号 74以上 の 紫色 の 花色 を呈 し，そ の花色

は濃淡程度の変異がみ られ た の み で あ っ た．こ れ に対し，

万年山の集団で は RHSCC 番号 45か ら同 64の 朱赤色 一赤

色 の ヤ マ ツ ッ ジ と同様な花色を もつ 個体があ り，変異 の

幅は広か っ た，つ ぎに ，
こ れ らの 地域の個体 の 花径をみ

る と，調査 し た い ず れ の 集団 も 25−30mm もし くは

30卿35　mm の 花径を もつ 個体が最も多か っ た が T 星生 山の

集団で は大部分の 個体の花径が 20−25　mrn 程度で あ り，

他の 集団に 比較 して きわ だ っ て 小輪で あ っ た．ま た，九

重山系と由布岳の集団で は ，
い ずれ も約 80％以上 の 個体

に花弁の プ ロ ッ チ が 認 め られなか っ た の に 対 し，万年山

の 集団で は約 70％ の 個体が花弁に プ ロ ッ チ を も っ て い

た，さ らに ， 九重山系と由布岳 の 計 8集団で は調査 した す

べ て の 個体が花弁に フ ラ ボ ノール を含ん で お り，それ に

占める 5一メ チ ル フ ラ ボ ノ ール 含有率は 50％ 以上 で あ っ

た の に 対 し，万年山の集団で は花弁に フ ラボ ノ ール を含

Table　1．　Coilectio皿 sites　and 　number 　of 　individllals　for　population　samples 　of　R ．　ke
’
usianum 　in　Kuju

　　　 and 　Aso　Mountains　and 　their　surrou 囗ding　a【eas．

Number 　of 　individuals　examined 　for

Site Elevatien （m ） Flower　color，　diameter，　and 　　 Petal　pigmentation

　petal　blotch　expression

Kuju　Mountains　and 　their　sur【ou ロding　areas

　Mt，　Taisenzan
　Mt．　Hosshozan
　Kitataisen

　 Danbaru

　ML 　Hijidake

　Amagaike

　 Mt，　Yufudake
　 Mt，　Yu負】dake

　Mt．　Haneyama
Aso　Mo 呱 a 洫s

　 Mt．　Takedake
　 Mt．　Eboshidake

　Mt．　Kijimadake

　M し Sarayama

　Mt．　Sarayama

　Mt．　Kijimadake

　Sensuikyo

1，7801

，7601

，7001

，6801

，6401

，3201

，5801

，400 ＞

1，140

15901

β301

，3201

，2001

，100＞

1，100 ＞

950

55493759528010071133

121876154569674

000505000222222335

09000042122247

Total 1
，
185 453

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

JapaneseSooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

　110　　　　　　　　　　　　 宮島郁夫 ・黒瀬克之 ・松 田鹿徳 ・上本俊平 ・坂田祐介

　　　　　 N

緑
嘱瞥

 

　　1，000m

80Dm

　 1，000m

灘鱗
（1，400m ＞） （

辱
跏

　 　 　 800m

1・2

灘 欝
　　Mt．　Hosshozan　Mt・Taisenzan

秘
Fig・1・CoUection　sltes　ofR 伽 5如呶 〃卍imhe 　Kuju　Moun 惚ins　and 　their　surrounding 　areas ，

Fig．2．　 Collection　sites　ofR 撫 ∫麺 π翩 in　the　Aso　Mou 飢 ains．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑．（J．　Japan ．　Sec．　Hort．　SCi．）70（1）：108 − 114．2001． 111

M し Taisenzaロ

　 （1．780m ）

100

000　

1

日owe 「 CO 【or

聾
葦

罐

100

Mt，　Hosshoza皿

　 　（1，760m ）

羅

Kjtataisen

（1，700rn ）

000　

1

000　

1

Howc 「size　and

petal　blotch
exp 「ess且on

Danbaru

（1．680m ）

000　

且

　　5−methylated 　flavonot

100

M し Hijidake

（1，640m ）

Amagaike

（1、320m ）

Mt．　Yufudak¢

　（1．580m ）

000　

1

000　

1

　

　

000

　
　
　

000

　
　
　

000

　

　
　

　

　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　

8
凋

詈
塁
8
證
。

8
錘
而

＆
α

ε
8
。 。

詈
8
」

ど

蕎
3ピ

000　

且

000　

1

000　

1

M エ．Yufudake

（】，400m ＞）

Mt ，　Haneyama

　 （1．140m ）

000　

1

000　

1

000　

1

゜
　 塩

　0100

000　

1

000　

1

o

000

0

000　

且

000　

1

醒

33
●■　●゜

69
。

45　　55　　 65　　75

　 No．　of 　RHSCC

ooo　

1

0
　 20　 30　 40　 50

　 Howe 「diameter（mm ）

000

000

0

” °、 ぢ 盛魂
　 　 ●

　　　　　 ●

45　　55　　65　　75

　 No．　of　RHSCC

Fig．3．　Frequency　of　ildividuals　based　on　tho　flower　color ，　flower　size，　pe重al　blotch　expression 　and 　the

　　 diStribution　of 　individua亘s　based　on 　the　occurrence　of 　5− me 重hylated　flavonols　in　the　petals　of 凡 kittsianum

　　 from　Kuju　Meuntains　and 　their　surroundings ，

ま な い 個体や フ ラ ボ ノール を含ん で い て も 5一メ チル フ ラ

ボ ノ
ール 含有率が 20％程度の 個体が みられ た．

阿 蘇 山系

　第 4図に 阿蘇山系に分布す る ミヤ マ キ リシ マ の 花色，花

径，花弁の プ ロ ッ チ の 程度お よ び花弁内フ ラ ボ ノ
ール の

分析結果を示 した．

　調査 した 7 集団で はい ず れも RHSCC 番号 74以上 の 紫

色 の 花色を もつ 個体が 70％以上 を占め，標高や地域に よ

る差は ほ と ん ど み ら れ な か っ た．また ，こ れ ら い ず れ の

集団に お い て も花径 は 30mm 以下 の 個体 が 多く ミヤ マ キ

リシ マ の
一般的な花径 と さ れ る 20〜30mm と ほ ぽ一致 し

た．さらに ，本地域 の 集団で は花弁 に プ ロ ッ チ を もた な

い 個体がほ とん どで あ り，ま た，こ れ らは い ずれ も花弁

内に高い割合で 5・・メ チ ル フ ラ ボ ノ
ール を 蓄積 して い た ．

考　 察

一
般に ミヤ マ キ リシ マ は花色が紅紫色 か ら濃紫色も し

くは藤色 で ，花径は 20−30mm の小輪 ， 花冠に は プ ロ ッ
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　　 distribution　of 　individua藍s　based　Qn 　the　occurrence　of 　5− methylated 　flavonols　in　the　peIals　of 尺 la
’
usianum

　 　 in　the　Aso　Meuntains．

チ が な く（上原，1972），さらに，花弁に は高い割合で 5一

メ チ ル フ ラ ボ ノ
ー

ル を含 む と い う特徴 を も っ て い る

（Sakataら，
1993）．こ れ らの 形質を指標にすると， 九重 山

系 6地点の 集団の ほ とん どの 個体は本種 の 特徴をよ く備

え て い た．本地域は標高 が 1
，
300m 以上 で ， 現在で も火山

活動 が み られ る火 山性 山地 風衝 草原で あ る （宮脇，

1981）．つ ま り，こ れらの 地域で は冬季の 低温や強風な ど

の 厳 しい 気象条件と火山活動 に よ り植生 の 進行が極度に

抑え られ て い る た め，ミヤ マ キ リシ マ 以外の 常緑性 ツ ツ

ジ類は侵入 で きず，そ の 結果 と して純粋 の ミヤ マ キ リ シ

マ が 維持され て い ると考え られ る．特に，星生山 の 個体

群 で 花径が他 の 個体群 より際だ っ て 小さ い 傾向を示 した

の は，本地域が九重山系 の な か で 最 も気象条件が厳 しい

こ とに 由来す る と考え られ る，星生山 の 北側 に位置す る

硫黄岳で は，現在で も火山性ガ ス の 噴出が見ら れ土壌は

極め て 強 い 酸性 で あ る （梅津 ・鈴木，1970）．従 っ て，こ

の 地 域 は 先 に報告 し た 雲仙 山系 の 地 獄地帯 （宮 島 ら ，

1995 ）と似た環境で あ り，他の植物の侵入 が 極度に抑え ら

れ，そ の結果 と して より純粋な ミヤ マ キ リシ マ が維持さ

れて い る もの と考え られ る．

　由布岳の集団は各形質 の 変異 の 様相か ら九重山系と 同

様に 純粋な ミヤ マ キ リシ マ の 形質を維持 して い る こ とが

うか が わ れ た．由布岳 の 標高約 1
，
200m ま で は ブナ な ど

の 夏緑林に 覆 われ て お り，こ の林中に ミヤ マ キ リシ マ を

みる こ とはな い ．そ の 上方の ス ス キ草原に は ミ ヤ マ キ リ

シ マ を散見す る こ と が で きるが ，
こ の ス ス キ草原よ りも

さらに 上方の 山頂部は ミヤマ キ リシ マ 群落とな っ て い る，

ミヤ マ キ リ シ マ は 陽生植物で あ り他 の 植 物 とは非競合的

な生活様式を とるため ， 植生が森林化す ると生育が衰え

消失す る．つ ま り，山頂部 の ミヤ マ キ リシ マ は，夏緑林

に よりヤ マ ツ ツ ジ が 自生す る山麓部と は分断さ れ て い る

ため，ほ ぼ純粋の 個体群が維持され て い る もの と考え ら
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れる．

　 こ れ に対 し，万年山の 集団に は花冠 に プ ロ ッ チ をもつ

個体が多い こ とや ， 紅色 もしくは桃色 の 花色を もつ 個体

が ある こ とな ど，ヤ マ ツ ツ ジ の形質を備えた個体が認め

られ た．万年山は玖珠盆地 の 南に 位置 し，テ ーブ ル状の メ

サ地形を呈 して い る（青野 ・尾留川，1975）．メ サ と は高

い テーブル状 の 土地が急斜面 で 囲まれ て い る地形を い い ，

溶岩な ど の硬岩層が粘土 な ど の や わ らか い 地層 の 上 に 重

な っ て い る地形を指す （水山， 1973）．すなわち ， 万年山

で は 山腹 の 斜面は か な りの 急な勾配で あ る に も関わ らず

山頂部は広 い 台地状に な っ て い る．こ の 山頂部の台地は

ス ス キを主体と した植生 で あ るため陽光に恵まれ ツ ツ ジ

類 の 生育に 好適な環境 とな っ て い る．さらに ，標高が低

い （1，140m ）こ ともあ り，植生 の進行に伴 っ て ， 草本類や

灌木類と と もに ヤ マ ツ ツ ジが侵入 し，ミヤ マ キ リ シ マ と

の 分布域が 重 な っ た も の と考え られ た ．ミヤ マ キ リシ マ

とヤマ ツ ツ ジ とは容易に交雑す るの で （山口 ら，1985），本

地域で は両種 の 自然交雑 に よ り変異 に 富ん だ集団が形成

され た もの と考え られ た．

　一方，阿蘇山系で は調査 した 7集団の うち標高が最も高

い 高岳 （標高 1
，
590m ）の 集団 と そ の 最 も低 い 仙酔峡 （標高

950m ）の 集団 と を比較す る と，花器 の 諸形質の変異 は ほ

とん ど同程度で あり，い ずれ の 集団もほ ぼ純粋な ミヤ マ キ

リ シ マ の 形質を維持 して い た ，

阿蘇山は周囲約 130   の 外輪山を有するカル デラ式二

重火山で あ り，外輪山の 内壁お よ び中央火口丘 は火入れ，

伐採，牛馬の 放牧に よ りネ ザ サ ー
ス ス キ群集 とな っ て い る

（宮脇，1981），

　杉谷 ら （1978）は，本研究 で の 調査地域とほ ぽ 同様 の 地

域，すな わ ち，高岳，根子岳 烏帽子岳 ， 杵島岳および

皿 山などの 中央火口 丘 （内輪山）に加え，大分県境 の
一

目

山 お よ び 湧蓋山に 自生 す る ミヤ マ キ リ シ マ に つ い て 調査

を行 っ て い る，こ れ らの なか で，一
目山 と湧蓋山一帯の

もの の 花色 は 紫色 の み で あ る の に 対 し，阿蘇山
一帯で は，

桃色の 花色をもつ 個体が比較的多 く自生 して い る こ とを

認め て い る，本研究 で も，阿蘇山系で は調査 したすべ て

の 集団 に お い て RHSCC 番号 65−70 の 桃色 の 花色をもつ

個体が確認 され た が，花色以外は純粋な ミ ヤマ キ リシ マ

の形質を備えて い る こ とか ら，こ れ らは ミヤマ キ リシ マ

の種内変異と考え ら れ る．ま た，杉谷 ら （1978）は杵島岳

西登 山道路沿 い に お い て，RHSCC 番号 54の淡桃色の花

色を もつ 個体を見い だ し，こ れをヤマ ツ ツ ジ とみ な して

い るが ， 本研究で はヤ マ ツ ッ ジ と思われる個体 は確認 で

きなか っ た，しか し，著者らは北外輪山 の 大観峰付近で

ヤ マ ツ ツ ジ の 自生 を確認 して い る こ と か ら，ヤ マ ツ ツ ジ

の分布は外輪山の 内壁に まで達 して い る もの と考え られ

る．

　以上 の こ とか ら， ミヤ マ キ リ シ マ が 分布す る 中央火 口

丘 とヤマ ツ ッ ジが 自生す る外輪山との 間の 平野部で は，古

来，火入 れ等の人為的な植生 の 攪乱が行われ て き た た め，

両種の 分布域が重な る こ とがな く，そ の 結果，中央火口

丘 の ミヤ マ キ リ シ マ は現在で も純粋な 形質を維持 して い

るもの と推察され た．

　わ が国に お け る常緑性ツ ツ ジ の 自然交雑種と して ，ハ

ン ノ ウ ツ ツ ジ ［ヤ マ ツ ツ ジ とサ ツ キ （R．indicum）］や ミヤ

コ ツ ツ ジ ［ヤ マ ッ ッ ジとモ チ ツ ツ ジ （R．macrosepalum ）］

な どが 報告 され て い る （山崎，1976）．ま た，国重 （1974）

は屋久島に お い て マ ル バ サ ツ キ （R．　eriocarpum ）とサ ツ キ

との 自然交雑集団を見 い だ し，こ の 雑種集団か ら現在の

サ ツ キ園芸品種が成立 した と報告 して い る． こ れ ら の こ

と は，異な る形質をもつ 複数の野生種の 分布域が重な っ

た地域で 多彩な変異が発現す る こ とを示唆 して い る．

　ミヤマ キ リシ マ は九州 の み に 自生 し，クル メ ツ ツ ジ （R．

obutUsum ）な どわが国を代表する ツ ツ ジ園芸品種の起源

種 の ひ とつ とい われ て い る （小林，1980；国重，1978）．今

回報告 し た地域の うち，大分県玖珠地方に位置す る万年

山の ミヤ マ キ リシ マ が もっ とも多彩な変異を示 した こ と

か ら，九重 山系や 阿蘇山系 に 自生す る純粋な ミヤ マ キ リ

シ マ だけで な く，そ の 周辺地域 の 個体群も充分 に 保護 さ

れ る べ き貴重 な 遺伝子資源 と い え よ う，

摘　　要

　九重，阿蘇山系お よ び そ の 周辺地域に お け る ミヤ マ キ

リシ マ の 花器 の 形態と花弁内フ ラボ ノ ール構成の変異を

調査 した．

　九重山系の 個体群は純粋な ミヤ マ キ リ シ マ の 形質を備

えて お り，こ れ らの分布に は強風 強酸性土壌および火

山性ガ ス の 噴出等が影饗 して い る もの と考え られ た．由

布岳および阿蘇山系の ミヤマ キ リシ マ もほぽ純粋 な形質

を示 した．こ の 理 由と して ，由布岳 で は夏緑林 で ，ま た，

阿蘇山系で は平野部に よ っ て ，ミヤ マ キ リ シ マ と他 の 野

生 ツ ツ ジ類の分布が分断さ れ て い る た め と思わ れ た．万

年山の 個体群は花色の 変異 に 富み，花弁の プ ロ ッ チ も明

瞭な個体が 多か っ た．ま た
， 花弁内フ ラ ボ ノール搆成も

変異に富ん で い た．こ の こ とか ら，こ れ らは ミヤ マ キ リ

シ マ と ヤ マ ツ ツ ジ との 自然交雑集団で あ る と推察さ れ た．
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